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将来構想実施検討委員会は、 6つの小委員会を下部組織として活動を行った
(組織図参照)。これらの小委員会は「将来構想」で述べられた課題に対する実
施計画を策定するために設置された。
委員会としては 「将来構想」を11心として各箇所との懇談会を開催した。95
年度は各図書委員会などと 9回行い、図書館に対する様々な意見をいただいた。
この懇談会は96年度も継続的に開催することになっている。
小委員会活動では資料小委員会が選書問題を、整理小委員会が紀伊国屋書)占
との共同事業に関する委員会と合同で今後の整理体制について、組織 ・予算小
委員会が96年6月以降の図書館組織の再編について、というように速やかに解
決すべき課題の検討ーを進めた。そ して具体案を提示し、 実施にこぎつけた。ま
た、中央図書館地下3階小委員会や雑誌センター小委員会ではそれぞれの謀題
についての将来展望や具体的実施案を検討ーした。中央図書館地下3階や雑誌セ
ンター問題は図書館だけで解決可能な課題ではないので、図書館としての取り
組みの準備を行ったことになった。
とくに、これらの小委員会における検討から96年6月以降の図書館組織の再
編が具体化 し、実施検討委員会は提案を職場会を通して、図書館職員に意見を
求め、この 6月の実施を実現させたことは今後の図書館に大きな影響をもっと
思われる。
典拠管理部会では、主として以下の検討事項について検討した。
1. US-Marcコンパータ変更 (US-MarcのFormatintegrationによる)
2.請求記号の桁揃え
3. NDC9版の採用について
I、2についてはすでにWINEデータベース(共同目録)に反映しており、 3
については]apan-Marc等の動向を見つつ、後日改めて検討することとした。
システム運用部会では、昨年度に引き続き、 WINEシステムにおける微調整
的改善と、逐次刊行物管理サブシステムの改善、という 2点を柱として検討を
行った。特に、逐次刊行物管理サブシステムについては雑誌課とも連携して、
業者から納入されたフロッピーを利用しての自動受入の方法を開発中であり、
実現に一歩近づけた。
新システム検討ワーキンググループ(第二次)では、第一次ワーキンググル
ープでの検討を受け、利用者用検索システム(学内外のデータベースの利用を
も含む)、管理システム(発注 ・受入、チェックイン、資産管理等を含む)、貸
出 ・返却システム、目録システム、統計システム等について要件の検討を行な
った。特に利用者用検索システムについては、書誌 ・所在データベースという
視点にとどまらず、国際的なネ ットワーク利用をも視野に入れ検討を進めた。
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-中央図書館5
年目の見直し
委員会
高額資料選定については、 1995年度は32件の申請があり、慎重な検討の結果、
うち25件について購入を決めた。うち 1件は高額資料選定審査会に付託のうえ
決定した。これらの結果は随時、図書館広報紙「ふみくら」誌上において広報した。
各部会の活動として、資料保存部会では「災害と資料保存Jをテーマとする
各種研修等に委員が随時参加した。蔵書管理部会は中央図書館の蔵書点検を運
営した。今年度の新規欠本は全体で496で、昨年度より約100冊減った。本庄分
館部会では寄贈図書のうち重複本を海外図書館等へ寄贈発送する仕事を行った。
新聞・雑誌部会は雑誌センター構想、の具体化について論議を重ねた。CD-ROM
等に関する調査部会は、CD-ROMにつき全学各筒所の運用について調査し、報
告書を作成して解散した。
早稲田大学図書館の様々な活動に対する理解を深め、図書館の効果的な利用を
より促進するための働きかけが、図書館の広報活動であるとの方針で取組んだ。
広報活動の柱としては(1)印刷物による広報活動(2)資料類の展示による広報活
動(3)講演会・上映会による広報活動(4)利用者に「図書館の利用法jを知っても
らうための広報活動の 4点である。今年度の具体的な活動については別掲を参
照していただきたい。これらさまざまな広報活動を強化しても、実際の提供さ
れる利用者サービスが充実していなけれは¥利用者は失望するであろう。広報
活動との連携による、より具体的な利用者サービスの向上をめざす必要がある。
側ジー・サーチと早稲田大学との間で、新たな利用契約が締結されたことに
より、中央図書館、各キャンパス図書館および部局図書室において、国内の主
要新聞記事、民間調査機関の企業、人物、医療の情報等をカバーしたオンライ
ン情報システムG-Searchの利用が可能となった。このことに関し、運用内規を
作成し、サービス内容の標準化を図った。
95年度も図書館外の研修参加とともに、 学内教員による館蔵資料研修が継続
的に行われた。また、 95年度は中回復旦大学図書館の週中さん、 UCLA図書館
の三木身保子さんが研修のため滞在した。二人を囲んでの研修(懇談)は図書
館職員に刺激を与えた。
開館5年目を迎えた中央図書館の利用サービス面、および施設面・業務面に
つき総体的な見直しを行った。利用担当部門を持つ各担当において、職場会な
どにより意見を集約し、総計160項目におよぶ見直し意見が出され、それらを内
容別に分類し、個々につき検討を加えた。
特に利用サービスの拡大について重点的に検討を加え、利用者からの要望の
多いワープロ ・電卓等のコンセント使用や検索結果のプリン トアウト等につい
ては実施に移した。現在は貸出サービスの対象範囲の再検討、「情報検索室」の
スペースおよび機能の拡大について、その実施可能性を具体的に検討している。
実現可能と思われる改善項目については、今後順次課長会に提案し、改善・見
直しをはかつてゆく予定である。
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